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 アレッサンドロ・ヴァリニャーノ（1539～1606）はイタリアの名門貴

族出身のイエズス会司祭で、東インド管区の巡察師として活躍し、天正

遣欧少年使節派遣を計画・実施した人物です。彼はイエズス会の組織の

中枢にいましたが、東洋布教の責任者となり、1579 年 40 歳の時に初め

て、1590 年、1598 年と合計三度来日しています。 

ザビエルが来日した頃は、幕府の権威は失墜し、下剋上の戦国時代が

始まりつつあった頃です。各領主は割拠し、貿易で利益を得ようとして

キリスト教を利用していたでしょう。30 年後に、ヴァリニャーノが来日 

した時には織田信長が政権を獲得した直後でした。信長は異文化に関心を示し、ヴァリニャーノ

を厚遇し、願いを受け入れ、ローマへ使節を派遣することを許しました。信長の死後、天下統一

をなした豊臣秀吉がバテレン追放令を出したことに対し、ヴァリニャーノはその原因は、日本副

管区長コエリョのイエズス会の命令と方針に反する軍事的援助の要請、長崎に武器、軍需品を集

積するなどの無謀な行動にある、としています。ヴァリニャーノは、宣教師が日本語を習得し、

日本人の司祭を養成することが大事である、また、日本の文化、礼法などに順応して、臨済宗の

位階を応用するように指導したのに、西欧人には日本人蔑視がありましたし、西欧人同士の敵対

関係も生じていました。三度目の来日では関ケ原の天下分け目の戦いを長崎から見守りました。

秀吉の後継者となった仏教徒の徳川家康の切支丹政策には希望が持てないと予想しています。 

 ヴァリニャーノは豊かな知識、洞察力、知性をもって、『日本巡察記』を記し、イエズス会総

長宛に送っています。ヴァリニャーノの目を通して、安土桃山時代の日本を知る事ができて、非

常に興味深いものがあります。その中で「日本人の宗教とその諸宗派」の項に（マルティン）ル

ーテルの名前を発見した時は驚きました。その項を要約すると以下の通りです。 

日本人は二種の神々を有する。一つは「神」で、昔日本に生存し、特に指定された人々を指し、

霊魂の救済より、現世の何かに対して力を有すると信じられ、主に公卿、大名の血統である、と

しています。「神」については、はなはだ愚かしく、汚れていて、語るに堪えない歴史が伝えら

れていると断じています。もう一つは「仏」で、支那を経て受け入れられたもので、諸仏の中で

阿弥陀と釈迦が主要となる。「釈迦は現世で地位を得たいと望み、苦行を経てついに、万物はそ

の根源である阿弥陀から生じ、万物は阿弥陀そのものに外ならず、終末にはこれに還元し、その

時、人間は法悦と極楽を得るに至ると悟った」と記しています。釈迦の教えを弟子たちが非常に

多くの書物で雑然と述べているので、その論述の真実は判然とせず、種々の意味に取られやすい。

教義は各宗派の勝手な解釈に任せられ、混乱していると記していますが、ヴァリニャーノ自身も

仏教について理解しかね、誤解しているようです。けれども日本人は、儀式の外見の謙譲さ、神

聖さにより、神仏いずれも崇拝している。最後に阿弥陀や釈迦の名を唱え、その功徳を確信しさ

えすれば、罪はことごとく浄められる。従って、その他の贖罪（行為）等は何らする必要がない

と説いているのは、まさしくルーテルの説と同じであると記しています。この時代に、おそらく

一向宗と思われますが、仏教とプロテスタントの信仰の類似をヴァリニャーノが日本で感じ、そ

れを記録したとはなんとも興味深いことだと思わずにいられません。   
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